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審査結果の所見 

【学術的意義、期待される成果】 

歴史言語学に地理情報システム（GIS）を組み合わせた学際研究により「時

空言語学」という新たな学問分野の創成を目指す本研究課題の学術的意義

は高い。海外研究拠点との協働・切磋琢磨を通じた国際的研究拠点の確立

が期待される。研究成果の言語データベースをオープンサイエンスとして 

活用することで、考古学や遺伝学、人の移動史をはじめ様々な学術分野の

後続の研究の発展の礎となりうるだろう。方法論上の制約からこれまで研

究対象となりづらかった系統的孤立語等の分析が可能になることには、社

会の少数派に光を当て多様性を尊重するという観点からの社会的意義も

認められる。 

 

 


